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※家屋の倒壊・流失をもたらすような堤防決壊に
伴う、激しい氾濫流や河岸侵食が発生すること
が想定される区域

天端のアスファルト等が、
越水による侵食から堤体を保護
（鳴瀬川水系吉田川、
平成27年9月関東・東北豪雨）

【被害軽減を図るための堤防構造の工夫（対策側）】
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水
防
災
意
識
社
会
を
再
構
築
す
る
取
組
み

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
ま
し
た
。

こ
の
災
害
を
踏
ま
え
、
施
設
で
は
守
り
切
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず
発
生
す
る
と
の
考
え
に
立
ち
、
国
土
交
通
省
は
、

社
会
全
体
で
洪
水
に
備
え
る
た
め
、「
水
防
災
意
識
社
会 

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
全
て
の
国
管
理
河
川
と
そ
の
沿
川
市
町
村
に
お
い
て
、
平
成
32
年
度
を
目
途
に
、
ハ
ー

ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
水
防
災
意
識
社
会
を
再
構
築
す
る
取
組
み
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
具
体

的
な
取
組
み
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

取
組
み
❶
「
大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策
協
議
会
」を
開
催
し
ま
し
た

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
関
東
・
東
北

豪
雨
に
よ
り
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発

生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
太
田
川
・
小

瀬
川
に
お
い
て
も「
水
防
災
意
識
社
会
」

の
再
構
築
に
向
け
て
、
国
や
関
係
す
る

自
治
体
な
ど
で
構
成
す
る
「
大
規
模
氾

濫
時
の
減
災
対
策
協
議
会
」を
設
立
し
、

小
瀬
川
水
系
は
、
５
月
25
日
、
太
田
川

水
系
は
、
６
月
１
日
に
初
会
合
を
開
催

し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
５
年
間
で
達
成
す
べ

き
目
標
と
し
て
、「
太
田
川
水
系
ま
た
は

小
瀬
川
水
系
の
河
川
整
備
計
画
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け

事
業
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、
大
規
模
水

害
に
対
し
、
地
域
別
の
氾
濫
特
性
を
踏

ま
え
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進

し
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」「
社
会
経
済
被

害
の
最
小
化
」
を
目
指
す
。」
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

太田川河川事務所では、平成21年度より毎年「水辺の安全教室」

を開催しています。

この取組みは、実際に川に入る体験を通じて、子供達に川の面白さ

や自然の豊かさを知ってもらうとともに、川の特性や危険を察知する

感覚を身につけ、川に対する安全意識の向上を図ることを目的として

います。

川に親しむ・川に学ぶ体験学習「水辺の安全教室」に参加してみま

せんか！

「太田川水辺の安全教室」を開催します
日時：平成28年7月24日㊐ 13時～16時30分

〈小雨決行〉
会場：かこがわ水辺の楽校
〔狩小川小学校裏：広島市安佐北区上深川町1345〕

　

対象者：小学3年生～6年生（先着100名）
申込締切：平成28年7月15日㊎17時まで
※大雨等で延期する場合は、7月23日㊏17時までに連絡
いたします。（延期候補日：7月31日㊐）

これまでの堤防整備やダム建設により、災害は着実に減少してきておりますが、その整備は未だ十分と

は言えません。また、近年集中豪雨による災害も増加しています。

これらの災害による被害を最小限に抑えるためには堤防整備等のハード対策と避難等のソフト対策を

一体的に進めていくことが重要です。

そこで、ソフト対策の一環として災害の怖さを実際に体験してもらい、早めの避難の大切さを実感して

いただく防災イベントを本年度も開催します。皆様の御参加をお待ちしております。

今年も防災イベントを開催します犠牲者
ゼロを
目指して

▶お申込み・お問合せ　太田川河川事務所 管理第一課　TEL：082-222-9248（直通）

参加費無料

立体の
砂防模型で
防災が
わかる！

いったい
ここはどこ？
何をする
ところ？

降雨体験機で
ゲリラ豪雨を
体験！
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小瀬川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 太田川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

H28（2016）.7

133No.

◀どうすれば川に浮
かべるのかな？

ライフジャケットを
着てみよう！▶

昨年度のようす



※平成26年8月20日のような土砂災
害が再び発生した場合にも安全
性が確保できるよう、砂防えん堤の
嵩上げや渓流保全工（水路工）な
どの追加施設を整備する事業

※平成26年8月20日の災害時に崩
れて渓流に残っている不安定な土
砂に対し、緊急的に安全性を確保
するための事業

平成26年8月20日の災
害時に崩れたまま渓流に
残っている不安定な土砂

平成26年8月20日のような
災害が再び起こった場合に
流れ出ると予想される土砂

砂防えん堤：土石流をくい止める施設。
前庭保護工：砂防えん堤の前面が洗い流されることを防ぐ施設。
渓流保全工：水の流れで渓流が掘れることを防ぐ施設。

砂防
えん堤

砂防
えん堤

砂防施設

前庭保護
工

渓流保全
工

砂防えん堤

前庭保護工

渓流保全工

平
成
27
年
の
水
防
法
改
定
を
踏
ま

え
、「
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨
」

に
よ
り
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
と
深

さ
を
記
載
し
た
「
小
瀬
川
水
系
小
瀬
川

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
を
、
６
月
14

日
に
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
近
年
、
時
間
雨
量

が
50
ミ
リ
を
上
回
る
豪
雨
が
全
国
的
に

増
加
し
て
い
る
な
ど
、
雨
の
降
り
方
が

局
地
化
・
集
中
化
・
激
甚
化
し
て
い
る

こ
と
。
そ
し
て
、
広
島
市
安
佐
南
区
で

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
バ
ッ
ク

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
現
象
」
に
よ
る
線
状
降

水
帯
の
豪
雨
等
、
雨
の
降
り
方
が
変
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
堤
防
や
ダ
ム
だ

け
で
は
守
り
切
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず

発
生
す
る
と
の
考
え
の
も
と
、
各
河
川

に
お
い
て
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降

雨
に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
公

表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
想
定
最
大
規
模
の
降
雨
に

よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」
に
加

え
、
家
屋
倒
壊
等
を
も
た
ら
す
よ
う
な

氾
濫
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
区
域
を
示

し
た
「
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域

図
」
も
あ
わ
せ
て
公
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
に
よ
り
、
各
自
治
体

に
よ
る
避
難
勧
告
等
の
適
切
な
発
令

や
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
自
ら
リ
ス
ク

を
察
知
し
主
体
的
に
避
難
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
材
料
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

「
想
定
最
大
規
模
の
降
雨
に
よ
る
洪

水
浸
水
想
定
区
域
図
」
等
の
各
図
を
ご

覧
に
な
り
た
い
場
合
は
、
太
田
川
河
川

事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
太
田
川
河
川
事
務
所
内
で
の
閲
覧

場
所
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
太
田
川
水
系
に
つ
い
て
も
今

後
、
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

太
田
川
河
川
事
務
所
で
は
、
平
成
26
年
８
月
20
日
に
発
生
し
た
広
島
豪
雨
災
害
に
対

応
す
る
た
め
、『
緊
急
事
業
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
佐
北
区
可
部
東
地
区
、
安
佐
南
区
八
木
緑
井
地
区
・
山
本
地
区
で
実
施
し
て
い
る

24
渓
流
25
基
の
砂
防
え
ん
堤
の
う
ち
、
本
年
６
月
末
ま
で
に
22
基
の
『
緊
急
事
業
』
が

完
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
土
砂
災
害
か
ら
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
『
砂
防
事
業
』
を
進
め
る

予
定
と
し
て
お
り
、
全
て
の
事
業
完
了
は
平
成
31
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
業
完
了
ま
で
の
期
間
、
多
数
の
工
事
車
両
が
住
宅
周
辺
を
通
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
事
業
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●「小瀬川水系における想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図」をホームページで公表しています
URL  http://www.cgr.mlit.go.jp/ootagawa/bousai/flood3/flood3-Oz.htm

八木3丁目303渓流（小原山砂防えん堤） 緑井7丁目294渓流（宮下川砂防えん堤） 八木8丁目29渓流（上細野砂防えん堤）

広島豪雨土砂災害　緊急事業進捗状況（６月末現在）

八木緑井地区の緊急事業が完了した砂防えん堤

取
組
み
❷  

小
瀬
川
水
系
に
お
け
る
想
定
最
大
規
模
の
降
雨
に
よ
る

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
等
の
公
表
を
行
い
ま
し
た

緊急事業完了

緊急事業施工中

工事用進入路

砂防施設完成イメージ

緊急事業

砂防事業

写真提供：国土地理院

八木用水

JR可部線

←広島市街地方面

可部方面→

国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道 4道54国道5455 号号号号号号号号号号号号号号号号号号号

旧国道

1001渓流
岩谷川砂防えん堤

303渓流
小原山砂防えん堤

304渓流
梅林台砂防えん堤

1003渓流
植林川砂防えん堤

1005渓流
小原砂防えん堤

295渓流
宇那木山1号砂防えん堤

294渓流
宮下川1号砂防えん堤

297渓流
鳥越川2号砂防えん堤

1006-2渓流
上楽地1号砂防えん堤

1006渓流
上楽地2号砂防えん堤

306渓流
阿武の里2号砂防えん堤

307渓流
山手川2号砂防えん堤

28渓流
下細野2号砂防えん堤

29渓流
下細野砂防えん堤

1007渓流
八木ヶ丘砂防えん堤

1008渓流
五反田川砂防えん堤

1009渓流a
別所3号砂防えん堤

1009渓流b
別所3号砂防えん堤

299渓流
鳥越川1号砂防えん堤

1004渓流
上山1号砂防えん堤



※平成26年8月20日のような土砂災
害が再び発生した場合にも安全
性が確保できるよう、砂防えん堤の
嵩上げや渓流保全工（水路工）な
どの追加施設を整備する事業

※平成26年8月20日の災害時に崩
れて渓流に残っている不安定な土
砂に対し、緊急的に安全性を確保
するための事業
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残っている不安定な土砂

平成26年8月20日のような
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砂防えん堤：土石流をくい止める施設。
前庭保護工：砂防えん堤の前面が洗い流されることを防ぐ施設。
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た
。

引
き
続
き
土
砂
災
害
か
ら
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
『
砂
防
事
業
』
を
進
め
る

予
定
と
し
て
お
り
、
全
て
の
事
業
完
了
は
平
成
31
年
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
業
完
了
ま
で
の
期
間
、
多
数
の
工
事
車
両
が
住
宅
周
辺
を
通
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
事
業
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●「小瀬川水系における想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図」をホームページで公表しています
URL  http://www.cgr.mlit.go.jp/ootagawa/bousai/flood3/flood3-Oz.htm

八木3丁目303渓流（小原山砂防えん堤） 緑井7丁目294渓流（宮下川砂防えん堤） 八木8丁目29渓流（上細野砂防えん堤）

広島豪雨土砂災害　緊急事業進捗状況（６月末現在）

八木緑井地区の緊急事業が完了した砂防えん堤

取
組
み
❷ 

小
瀬
川
水
系
に
お
け
る
想
定
最
大
規
模
の
降
雨
に
よ
る

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
等
の
公
表
を
行
い
ま
し
た

緊急事業完了

緊急事業施工中

工事用進入路

砂防施設完成イメージ

緊急事業

砂防事業

写真提供：国土地理院

八木用水

JR可部線

←広島市街地方面

可部方面→

国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道54国道 4道54国道5455 号号号号号号号号号号号号号号号号号号号

旧国道

1001渓流
岩谷川砂防えん堤

303渓流
小原山砂防えん堤

304渓流
梅林台砂防えん堤

1003渓流
植林川砂防えん堤

1005渓流
小原砂防えん堤

295渓流
宇那木山1号砂防えん堤

294渓流
宮下川1号砂防えん堤

297渓流
鳥越川2号砂防えん堤

1006-2渓流
上楽地1号砂防えん堤

1006渓流
上楽地2号砂防えん堤

306渓流
阿武の里2号砂防えん堤

307渓流
山手川2号砂防えん堤

28渓流
下細野2号砂防えん堤

29渓流
下細野砂防えん堤

1007渓流
八木ヶ丘砂防えん堤

1008渓流
五反田川砂防えん堤

1009渓流a
別所3号砂防えん堤

1009渓流b
別所3号砂防えん堤

299渓流
鳥越川1号砂防えん堤

1004渓流
上山1号砂防えん堤



平成
28年7月30日□14時～ マツダ スタジアム土

※家屋の倒壊・流失をもたらすような堤防決壊に
伴う、激しい氾濫流や河岸侵食が発生すること
が想定される区域

天端のアスファルト等が、
越水による侵食から堤体を保護
（鳴瀬川水系吉田川、
平成27年9月関東・東北豪雨）

【被害軽減を図るための堤防構造の工夫（対策側）】

横断図

氾濫ブロック

アスファルト等
による保護

法裏被災

崩落

H＝3ｍ

A市

C町

D市

B市

水
防
災
意
識
社
会
を
再
構
築
す
る
取
組
み

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
ま
し
た
。

こ
の
災
害
を
踏
ま
え
、
施
設
で
は
守
り
切
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず
発
生
す
る
と
の
考
え
に
立
ち
、
国
土
交
通
省
は
、

社
会
全
体
で
洪
水
に
備
え
る
た
め
、「
水
防
災
意
識
社
会 

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
、
全
て
の
国
管
理
河
川
と
そ
の
沿
川
市
町
村
に
お
い
て
、
平
成
32
年
度
を
目
途
に
、
ハ
ー

ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
水
防
災
意
識
社
会
を
再
構
築
す
る
取
組
み
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
具
体

的
な
取
組
み
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

取
組
み
❶
「
大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策
協
議
会
」を
開
催
し
ま
し
た

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
関
東
・
東
北

豪
雨
に
よ
り
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発

生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
太
田
川
・
小

瀬
川
に
お
い
て
も「
水
防
災
意
識
社
会
」

の
再
構
築
に
向
け
て
、
国
や
関
係
す
る

自
治
体
な
ど
で
構
成
す
る
「
大
規
模
氾

濫
時
の
減
災
対
策
協
議
会
」を
設
立
し
、

小
瀬
川
水
系
は
、
５
月
25
日
、
太
田
川

水
系
は
、
６
月
１
日
に
初
会
合
を
開
催

し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
５
年
間
で
達
成
す
べ

き
目
標
と
し
て
、「
太
田
川
水
系
ま
た
は

小
瀬
川
水
系
の
河
川
整
備
計
画
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
事
業
の
早
期
完
成
に
向
け

事
業
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、
大
規
模
水

害
に
対
し
、
地
域
別
の
氾
濫
特
性
を
踏

ま
え
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
推
進

し
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」「
社
会
経
済
被

害
の
最
小
化
」
を
目
指
す
。」
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

太田川河川事務所では、平成21年度より毎年「水辺の安全教室」

を開催しています。

この取組みは、実際に川に入る体験を通じて、子供達に川の面白さ

や自然の豊かさを知ってもらうとともに、川の特性や危険を察知する

感覚を身につけ、川に対する安全意識の向上を図ることを目的として

います。

川に親しむ・川に学ぶ体験学習「水辺の安全教室」に参加してみま

せんか！

「太田川水辺の安全教室」を開催します
日時：平成28年7月24日㊐ 13時～16時30分

〈小雨決行〉
会場：かこがわ水辺の楽校
〔狩小川小学校裏：広島市安佐北区上深川町1345〕

　

対象者：小学3年生～6年生（先着100名）
申込締切：平成28年7月15日㊎17時まで
※大雨等で延期する場合は、7月23日㊏17時までに連絡
いたします。（延期候補日：7月31日㊐）

これまでの堤防整備やダム建設により、災害は着実に減少してきておりますが、その整備は未だ十分と

は言えません。また、近年集中豪雨による災害も増加しています。

これらの災害による被害を最小限に抑えるためには堤防整備等のハード対策と避難等のソフト対策を

一体的に進めていくことが重要です。

そこで、ソフト対策の一環として災害の怖さを実際に体験してもらい、早めの避難の大切さを実感して

いただく防災イベントを本年度も開催します。皆様の御参加をお待ちしております。

今年も防災イベントを開催します犠牲者
ゼロを
目指して

▶お申込み・お問合せ　太田川河川事務所 管理第一課　TEL：082-222-9248（直通）

参加費無料

立体の
砂防模型で
防災が
わかる！

いったい
ここはどこ？
何をする
ところ？

降雨体験機で
ゲリラ豪雨を
体験！

P

三篠川

JR芸備線

上深川

37

70
↓広島東IC

←
高陽

→
白木

会  場
かこがわ水辺の楽校

狩小川小学校

N

小瀬川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 太田川水系大規模氾濫時の減災対策協議会
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◀どうすれば川に浮
かべるのかな？

ライフジャケットを
着てみよう！▶

昨年度のようす




